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地域コミュエティ協議会 (略称 「コミ協J)と はどう

いうものかを 自 治会の皆様に知つていただくための一

助として 議 義資料の要点をご紹介します。

③コミ協の目的

新潟市で1ま、政令市移行に際し 「国際交流都市 日 園
型政令市 分 権型政令市Jと いう三つの理念を掲げ 分

権の実現のために、地域行政を担う区役所とこれに対応

する諮問 建 議機関として区自治協議会が設けられまし

た。
一方住民側にたって 区 地域の自治組織と協働 して、

分権型政令が目指す 「安心 安 全なまちづくりJに 努め

る組織として、小学校区又は中学校区ごとに設けられた

のがコミ協です。

③コミ協の性格
コミ協|よ 新 潟市の期待に応え、その支援を得てでき

たとはいえ 地 域住民の任意でつくられ そ の意思によ
つて運営される組織です。

③コミ協の仕事
地域に存在する安心、安全な暮らしにそぐわないなど

の
Ⅲ
地域課題

'を
把握し、その解決を図るのが最大の仕

事といえましょう。

また、単独の組織だけでは実現が困難だつた高齢者福

祉 児 童の健全育成 子 育て支援などに関わる事業を、

構成団体が持てる力を合わせることで実現に導くなど、

その仕事は多岐に亘ります。

発行責任者 柳 澤 譲
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運
含
自
圭
防
災
会

五
月
十
七
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
西
区
役
所
三
階
大
会
議
室

を
会
場
に
、

三
十
八
自
治
会
が
参
加
、

前
年
度
の
総
括
、

新
年
度

の
諸
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
連
含
自
治
部

柳
澤
会
長
挨
拶
、

西
区
役
所
地

域
課
神
戸
課
長
の
お
祝
辞
の
後
、

議
長
に
道
上
ヶ
丘
自
治
会
古
川
会

長
を
選
ん
で
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

会
議
は
、

常
例
的
議
案
に
続
き

坂
井
輪
中
学
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

協
議
会
の
専
門
部
活
動
が
十
分
に

行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
に
、

ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
審

議
を
行

い
、

▼
コ
ミ
協
構
成
団
体
の
中
で
、

中

核
的
立
場
に
あ
る
自
治
会
か
ら

は
で
き
る
だ
け
多
く
の
専
門
部

に
部
員
を
参
加
さ
せ
る
。

▼
ど
の
専
門
部
に
、

何
名
参
加
す

る
か
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
会
で
決
め
る
。

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、

退
任
さ
れ
た
考
林
副

会
長
の
代
わ
り
に
常
任
委
員
と
し

て
坂
井
忠
正
さ
ん

（亀
貝
自
治
会

長
）
を
、

志
田
監
査
委
員
の
代
わ

り
に
近
藤
豊
次
さ
ん

（上
坂
井
自

治
会
長
）
を
補
充
選
任
し
て
議
事

を
終
わ
り
ま
し
た
。

■
連
台
自
主
防
災
会

引
き
続
き
開
催
し
た
防
災
会
総

会
は
、

西
区
役
所
総
務
課
八
木
課

長
か
ら
お
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、

柳
澤
会
長
が
議
長
席
に
就

い
て
議

事
を
進
め
、

今
年
度
の
連
合
防
災

訓
練
を
十
月
下
旬
を
目
途
に
、

坂

井
輪
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

す
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（総
会
資
料
を
４
面
に
収
録
し
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

）

！一

「地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
を
考
え
る

自
治
会
長
研
修
会
を
開
催

動
事
例
な
ど
に
つ
い
て
懇
切
な
お

話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
グ

ル
ー
プ
討
議

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、

参
加
者

が
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

区
役
所
職
員
、

西
区
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
加
わ

っ

て
い
た
だ
い
て
、

コ
ミ
協

へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か

ら
の
コ
ミ
協
活
動
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

（ご

ミ
協
」
に
つ
い
て
は
、

別

項
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

）

七
月
十
二
日
、

西
区
役
所
三
階

大
会
議
室
で
、

自
治
会
長
三
十
二

名
、

コ
ミ
協
専
円
部
長
六
名
が
参

加
、

「安
全
生
活
創
造
事
業
≡
「
さ

か
い
輪
ふ
れ
あ
い
収
集
事
業
」
の

説
明
を
聞
い
た
後
、

当
日
の
メ
ー

ン
テ
ー
マ

「地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
」
に
つ
い
て
の
講
義
　
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

◎
講
義

講
義
は
、

西
区
役
所
神
戸
地
域

課
長
を
講
師
に
「
分
権
型
政
令
市
」

新
潟
市
に
お
け
る
、

協
議
会
設
置

の
目
的

・
意
義
、

そ
の
役
割
や
活



自治会だより
坂井輪連台自治会を構成する46の 自治会では、会長 ・役員が中心となって、

それぞれに自治会内の安心、安全で快適な生活の維持 ・向上や、会員同士の親陸

増達に心を砕いておられます。

新
補
水
俣
痛
の
苦
悩
　
寺
尾
南
新
町
自
払雲

～
動
く
市
政
教
室
で
学
習
～☆

水
の
駅

・
ビ

ュ
ー
福
島
潟

屋
上
か
ら
は
五
頭
連
峰
を
背
景

に
、

浮
島
が
点
在
す
る
福
島
潟
の

全
景
が

一
望
で
き
る
。

も
う
北

へ
帰

っ
て
し
ま

っ
た
国

の
天
然
記
念
物
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
や
、

日
本
北
限
の
オ
ニ
バ
ス
に
代
表
さ

れ
る
四
季
折
々
の
野
鳥

・
野
草
の

観
察
が
で
き
る
。

☆
新
潟
市
豊
栄
博
物
館

書
聖
弦
巻
松
蔭
の
生
命
観
あ
ふ

れ
る
書
と
、

個
人
収
集
玩
具
の
多

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

今
回
の
企
画
は
、

み
な

一
様
の

満
足
を
得
ら
れ
た
と
思
う
が
、　

一

番
心
に
残

っ
た
の
は

「新
潟
水
俣

病
問
題
」
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ

う
か
。

一
週
間
後
に
は
夏
休
み
を
迎
え

る
梅
雨
の
晴
れ
間
、

七
月
十
二
日

昼
、

自
治
会
館
の
前
庭
に
地
域
の

皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

バ
ー
ベ
キ

ュ

ー
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

日
陰
用
大
テ
ン
ト
、

炭
焼

コ
ン
ロ
、

テ
ー
ブ
ル
、

精
子

等
を
準
備
。

鉄
板
の
上
で
「
ジ

ュ
ウ
ジ

ュ
ウ
」

と
音
を
立
て
な
が
ら
焼
け
た
お
肉
、

帆
立
貝
、

旬
の
野
菜
、

焼
き
そ
ば

な
ど
を
美
味
そ
う
に
い
た
だ
き
、

ま
た
ジ

ュ
ー
ス
、

ビ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
子
供
と
大
人
が
和
や
か
な

家
族
的
な
雰
囲
気
の
も
と
で
親
睦

交
流
が
で
き
ま
し
た

（参
加
数
六

〇
人
、

う
ち
未
就
学
児
童
を
含
む

中
学
生
以
下
の
子
供
二
〇
人
）
。

こ
の
行
事
は
、

三
年
前
か
ら
、

少
子
化
が
進
ん
で
子
供
会
単
独
行

事
が
難
し
く
な

っ
て
き
た
の
を
機

会
に
、

そ
の
対
策
と
し
て
中
高
年

部
活
動
の
大
人
の
行
事
に
子
供
も

一
緒
に
参
加
さ
せ
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。

子
供
た
ち
に
は
大
好
評
で
、

お

母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
た
ち
か
ら
も

協
力
を

い
た
だ
い
て
、

今
で
は
す

っ
か
り
、

立
派
な
町
内
行
事
に
定

着
し
て
い
ま
す
。

当
自
治
会
で
、

毎
年
欠
か
さ
ず

に
実
施
し
て
き
た

「
動
く
市
政
教

室
」
。

今
回
は
、

北
区

の
三
施
設

を
学
習
の
場
に
選
ん
だ
。

二
月
十

一
日
、

あ
い
に
く
の
雪

ま
じ
り
の
天
候
で
あ

っ
た
が
、

総

勢
二
十
二
名
、

バ
ス
で
現
地
に
向

か

っ
た
。

☆
環
境
と
人
間
の
ふ
れ
あ
い
館

こ
の
館

で
は
、

「
新
潟
水
俣
病

問
題
」

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
た
。

と
り
わ
け
新
潟
水
俣
病
の
語
り

部
、

小
竹
節
子
さ
ん
が
土
地
こ
と

ば
で
と
つ
と
つ
と
実
体
験
を
語

っ

て
く
れ
た
魂

の
叫
び
は
、

聴
く

人
々
の
心
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。

新
潟
水
俣
病
は
、

病
気
の
苦
し

み
は
も
と
よ
り
、

水
俣
病
の
認
定
・

未
認
定
を
め
ぐ
る
患
者
同
士
の
葛

藤
、

水
俣
病
に
対
す
る
世
間
の
誤

解
や
偏
見
。

「
こ
の
病
気
が
患
者

の
健
康
を

奪

い
、

地
域
の
絆
さ
え
も
壊
し
て

し
ま

っ
た
」
と
訴
え
る
語
り
部
の

言
葉
は
重

い
。

参
加
し
た

一
人

一
人
に
重

い
課

題
を
投
げ
か
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

培、
ぉ



r

自
治
会
長
を
引
受
け
て

寺
尾
上
四
束
自
治
会

会
長

大
澤
　
　
正

自
治
会
の
仕
事
を
受
け
て
か
ら

ま
も
な
く

一
年
半
に
な
り
ま
す
。

若

い
こ
ろ
は
仕
事
や
自
分
の
こ

と
で

一
杯
で
、

町
内
の
行
事
に
も

消
極
的
で
し
た
が
、

年
を
と
る
に

し
た
が
い
向
こ
う
三
軒
両
隣
は
も

と
よ
り
、

町
内
の
大
切
さ
に
気
付

か
さ
れ
ま
す
。

今
の
地
に
住
ん
で
四
十

一
年
に

も
な
る
現
在
、

少
し
で
も
皆
様
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
仕
事

を
お
受
け
し
た
の
で
す
が
、

や

っ

て
み
て
い
ろ
い
ろ
と
当
町
内
の
素

晴
ら
し
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
時
間
の
正
確

さ
で
、

総
会
な
ど
の
諸
会
合
に
は

十
分
前
に
は
ほ
と
ん
ど
全
員
の
集

合
が
完
了
し
ま
す
。

き
ま
り
や
役
割
分
担
に
も
前
向

き
で
、

班
長
と
し
て
の
仕
事
や
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
始
末
な
ど

は
責
任
を
持

っ
て
行

い
、

ま
た
人

と
し
て
大
切
な
他
人
に
対
す
る
思

い
や
り
の
心
も
強
く
、

お
か
げ
で

私
も
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
や
っ
て

い
ま
す
。

た
だ
問
題
は
、

当
町
内
も
高
齢

化
し
た
結
果
役
員
の
仕
事
が
次
第

に
重
荷
に
な

つ
た
こ
と
、

行
事
を

行
う
に
し
て
も
体
調
不
良
等
で
参

加
が
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
な

ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
簡
単
に
解
決
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、

町
内
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
何
と
か
乗

り
切

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

七
月
二
十
八
日
、

自

治
会
で
は
津
川
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で

「
里
山

体
験
ツ
ア
ー
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

天
候
に
も

恵
ま
れ
、

約
五
十
名
の

参
加
者
は
、

豊
か
な
自

然
の
中
で
、

思
い
出
深
い

半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

以
下
に
参
加
児
童
の

感
想
文
を
紹
介

し
ま

す
。

里
山
を
体
験
し
て

新
通
小
学
校
五
年
　
政
谷
　
美
有

私
は
、

里
山
体
験
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、

か
ぶ
と
虫
と
り
で
す
。

仕
掛
け

を
付
け
て
取

っ
た
の
が
初
め
て
で
し
た
。

オ
ス

と
メ
ス
が
と
れ
た
の
で
、
も
し
た
ま
ご
を
産
ん

だ
ら
大
切
に
育
て
よ
う
と
思
い
ま
す
。

二
つ
日
は
、

自
然
水
の
お
風
呂
で
す
。
さ
ら
つ

と
し
た
は
だ
ざ
わ
り
で
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
来
年
も
行
き
た
い
で
す
。

里
山
た

い
け
ん
を
し
て

坂
井
東
小
学
校
三
年
　
さ
か
い
　
そ
ら

わ
た
し
は
、

つ
が
わ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
と

い
う
と
こ
ろ
に
行

っ
て
里
山
た
い
け
ん
を
し
て

き
ま
し
た
。

里
山
た
い
け
ん
で
は
、

山
を
の
ぼ

っ
て
カ
ブ

ト
虫
を

つ
か
ま
え
た
り
、

山
の
近
く
で
ご
は
ん

を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

山
を
上
り
下
り
す
る
の
は
と
て
も
た
い
へ
ん

で
、

と
て
も

つ
か
れ
ま
し
た
。

カ
ブ
ト
虫
は
、

わ
た
し
が
メ
ス
を
も
ら

つ
て
弟
が
オ
ス
を
も
ら

い
ま
し
た
。

カ
ブ
ト
虫
の
わ
な
を
し
か
け
た
後
に
つ
り
も

し
ま
し
た
。　

一
ぴ
き
し
か
と
れ
な
か

っ
た
け
ど

楽
し
か

っ
た
で
す
。

カ
ブ
ト
虫
も
と
れ
た
し
、

ご
は
ん
の
お
に
ぎ

り
も
お
い
し
く
て
、

と

っ
て
も
楽
し
か

っ
た
で

す
。
ま
た
こ
ん
ど
あ
る
時
は
ぜ
ひ
さ
ん
か
し
た

い
で
す
。

現
在
も
跡
を
た
た
な
い

不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

文
化
青
年
部
は
、

八

月
の
納
涼
祭
、

九
月
の

長
寿
祭
の
担
当
で
す
。

納
涼
祭
は
自
治
会
内
の

公
園
に
老
若
男
女
が
多

勢
集
ま
り
、

坂
井
輪
音

頭
、

新
潟
甚
句
な
ど
を

楽
し
く
踊
り
、

冷
た
い

飲
み
物
で
喉
を
潤
し
、

和
気
謡
々
、

夜
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

長
寿
祭
は
七
〇
歳
以
上
の
方
を

自
巳
申
告
制
と
し
て
自
治
会
館
に

お
招
き
し
、

お
祝
い
を
し
て
お
り

ま
す
。

育
成
部
は
五

・
六
年
生
の
保
護

者
で
構
成
し
、

交
通
安
全
指
導
、

自
治
会
館
開
放
、

七
月
の
公
園
及

び
町
内
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

ラ
ジ

オ
体
操
、

学
校
プ
ー
ル
の
引
率
監

視
、

子
ど
も
ま

つ
リ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
主
催
し
ま
す
。
ま
た
今
年

か
ら
始
め
た
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル

（ゲ
ー
ム
と
食
事
会
）
も
盛

況
で
し
た
。

一
月
に
は
六
年
生
を
送
り
、　

一

年
生
を
迎
え
る
新
年
も
ち

つ
き
大

会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
自
治
会
で
は
、

災
害
時
の

助
け
合
い
体
制
強
化
に
取
り
く
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ ども里 山体
寺尾新町第一目治会

自
治
会
活
動
あ
れ
こ
れ

坂
井
中
国
地
自
治
△ム
〈
ム
長

長

谷

川

　

別

坂
井
中
国
地
は

「
ひ
ら
せ
い
」
　

世
帯
の
自
治
会
で
す
。

と
坂
井
輪
幼
稚
国
が
あ
る
大
堀
幹
　
　
防
犯
衛
生
部
は
、

防
犯
灯
の
設

線
か
ら
西
に
面
す
る
、

約
六
〇
〇
　
置
管
理
、

ゴ
ミ
捨
て
場
の
管
理
、

f



V

連
台
自
治
会

・
連
△口
自
主
防
災
会

森
線
餐
醐
昌
椰
】〓

目 予算の内容

収
入
の
部

越 らの操越
入 0

1‐0820 1720C

成 259000 新腸市自ipl災組織活動助成全

収 6 4 に属さない収入
396255 427408

支
　
出
　
の
　
部

業 387947
費

費

費

用

翻報修碑

資
広
研
そ

５８２
３６５
ｍ
脚

け

Ｏ

α

０

副練出資授材手麟人費

剖練等の広報費

研修会実施 参加の費用
剖練に要するL記以外の資用

運  営  費 3幻00

寓
費
費
費
書

議
務
備
通

会
事
設
交
雑

柳
帥
卿
帥
剛

会議に保る質出

事務用品 ヨビー 部使科等

品保管様に係る費用
一般連絡等交通費
他の科日に目さない費用

0

390947

5308

の内容

収
　
入
　
の
　
部

費

金助

会

補

1751801

0
1世市205円(前年同撤)

新湯市 集会所倍L補助全

交  付  金 13135611 1061000

H     亦

社協幹事費
社協活動寄

121560

∞ Ollll
l122770

″

６９

打

納入社爵X5%を 見込む

01〕抑X臼消会敵46

納入会費X40%を見込む

負 9601X

雑 1436 :原きない収入

支

出

の

言ほ

事  業

研 修  賢

広 報  費
社協活動曹

泌
Ｗ

４０

剛
ｍ
脚

怖
３０
７２

研修含』回 情報交換会1回

大遭2回発行

自治会に配分

運  営 1310000

会  議 249859 騨尋舎 幣 否

資
費
費
資
金
金
費
管

外
務
運
動
労
担
力

渉
事
交
行
慰
負
協
雑

器

″

５９

８０

　

４８

８０

抑

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｏｏ

他団体との運綺 協調賢
印刷機リース代とも

役員12名分
退任役員慰労金
防火連 住み郷会資
lH防分問 もくら会ほか
他の科ヨに属さない費用

料
対

日

付
納

賞
光
好

００
‐３
財

対
立
冴

的

れ

ｎ

"額2万円X12,月

電気料 暖房費等
清掃用具尊

子  備 81823

34‐3】

防犯灯特別会計

暑3品倉暑曇a昏含替だ宮言3格 告|:骨岳雷氏  名 連合自治部 連合自主防災会 コミュニテイ協議会

柳澤  譲 本
古 長 長 会 長  述 合 白 治 部 長

大龍 敏 男 言J  会   長 扇J  会   長 nJ会長

梶原 宜 教 付任委員…総務 結 務 部 長
高J会 長  年 活 飛 境 部

伊田 修 一 同   広 報 防災訓練部長

高橋 邦 男 同   … 公国 避難所違告部長

山本貫美子 同   一 福るL 給食 給 水部長

根津 重 行 間   … 1坊ちE 情 報 部 長

河谷 和 明 同   … 防災 幹 事

坂非 思 正 同   … 防火 同

伊藤 壊 也 専門委員 会 計 I司 広 報 | ほ長

前田 信 一 監 査 委 員 監 事 交通 安 全 n・F長

近藤 豊 次 同 I H l

第

一
面
に

【連
合
自
治
部

定
期
総
会
で
、

自
治
部
か
ら

で
き
る
だ
け
多
く
の
専
門
部

に
部
員
を
参
加
さ
せ
る
こ
と

が
決
ま

つ
た
】
旨
報
告
し
ま

し
た
が
、

九
月

一
日
現
在
、

十
八
自
治
会
か
ら
述
べ
約
五

〇
名
の
方
々
が
コ
ミ
協
各
事

門
部
の
部
員
登
録
を
し
、

早

速
会
議
や
活
動
に
参
加
し
て
、

専
門
部
活
性
化
に
向
け
て
ご

尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

！置

去

晋

丹

了

が

日

き

鶴

日

田
連
合
自
治
部
で
は
、

毎
年
、

年
度
の
初
め
に
、

自
治
会
か

ら
「困
っ
て
い
る
問
題
な
ど
」

に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で

多
い
の
が
、

自
治
会
役
員
の

問
題
で
す
。

田
こ
の
広
報
紙
で
は
、

役
員

の
ご
苦
労
、

ご
苦
心
で
運
営

さ
れ
て
い
る
自
治
会
の
事
業

や
行
事
を
紹
介
し
た
い
と
の

考
え
か
ら
、

「
自
治
会
だ
よ

ヶ
」
の
ベ
ー
ジ
を
設
け
で
き

ま
し
た
。

騒

「
四
十
六
自
治
会
を

一
挙

に
―
」
と
い
う
わ
け
に
参
り

ま
せ
ん
の
で
い
こ
れ
か
ら
も

続
け
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、

そ
う
こ
た
こ
と

も
含
め
て
、

『大
道
』
に
対
し

て
ご
地
判
、

ご
注
文
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。


